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8 12
19 13

スローオフ

Ａ 四天王寺高等学校 浦和実業高等学校

浦和実業

Ｂ

28
平
成

22 年 3 月 日 (日)
花巻市総合体育館

回戦

場所
岩手県花巻市

Ａ 繁田　順子 山田　克彦 Ｂ

７mＴＣ

種別 高 校 女 子

背
番

結
果

得
点

時 間
得
点

結
果

背
番

Ａ 前半 Ｂ Ａ 後半 Ｂ

第 4 回 戦

間
得
点

Ａ 四天王寺高等学校

警

告

退

場
前半 後半

失

・

追

チームタイムアウト
結
果

背
番

背
番

結
果

得
点

時

延2 7ＭＴ 計

役員Ａ 繁 田 順 子
役員Ｂ 白 鳥 貴 子

28：

前半

得 点

： 40

役員Ｃ 畝 木 侑 子

1 濵田 亜理紗

後半役員Ｄ 加 藤 瑞 喜 延1

1
3 宮 里 寿 枝
4 林 夏 美 1

11 堀 川 真 奈
8 関 真 理 子

52 3
12 白 石 さ と

1 7
23 渡 井 渓

624 水田 亜莉沙
25 前 侑 果

1

11
1126 浦 本 麻 未

1 3
27 前田 のぞみ

2
1

28 阿久田 実咲
29 竹 下 佳 慧 87 1
30 田 中 理 沙

合計 3 5 0 19

Ｂ 浦和実業高等学校

警

告

退

場

失

・

追
前半 後半

27

チームタイムアウト

8

：

- 25

：

得 点
役員Ｂ

役員Ａ 山 田 克 彦
田 村 貴 司

役員Ｃ

役員Ｄ

1 関 根 志 穂

延2 7ＭＴ 計後半 延1前半

9
41

5 大 木 綾 菜

7 2
3

1

② 麻 生 未 紗
3 宇 田 萌 乃
4 岡 田 栞 奈 1

2
3

2
3 66 村 山 晴 香

7 佐 藤 美 鈴

石 井 七 実

31 2
8 渡 邉 あ み
9
10 田 村 美 春
11 藤 生 遥

13 高 松 葵
12 諸 田 彩

14 平 塚 由 貴

2 1 0

７Ｍスロー得点

12 25

７Ｍスロー失敗

結果欄略号

マ ッ チ バ イ ザ ー 本 田 眞 吾 失格 チームタイムアウト

審 判

市 丸 成 彦

13

ス コ ア ラ ー 佐 藤 麻 未 亜 退場

タ イ ム キ ー パ ー 佐 々 木 竜 也 警告

合計

追放

斉 藤 崇 失格

戦 評
 浦和実業（関東代表）のスローオフでスタート。前半は、15分過ぎまで一進一退の攻防であった。四天王寺（近畿代表）は24番水
田のロングシュートを中心にゲームが組み立てられ、得点を重ねた。一方、浦和実業はＧＫ①関根の好セーブ、⑥村山のサイド
シュートで得点する展開となった。しかし、２４分過ぎから四天王寺が６連続得点し一気に主導権を握るが、ＤＦの反則から２名が
退場となる。後半、四天王寺は２回退場している２４番水田をＤＦで使えないため、速攻からの展開にリズムが生まれず、ＯＦにも
影響がでてしまう。２８分４０秒で２７対２５の四天王寺リードでタイムアウトを使用し、残り時間でのプレイの確認を行う。最後
は高さ、パワーの勝る四天王寺が逃げ切ることになった。

記入者

水田久雄

審 判


